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試料採取表

【件名】 に伴うアスベス ト調査

試料採取箇所

試料未採取箇所

※ 1

※ 2

※ 3

キヤンバス継手については調査時、設備機器が稼働中だつたため試料採取対象外とした。

Pタ イルについては石綿含有建材 (非飛散性アスペス ト:レベル 3)と みなし、試料採取対象外とした。

ビニル床シー トについては石綿含有建材 (非飛散性アスベス ト:レベル 3)とみなし、試料採取対象外とした。

棟 名 No 階 工 区 室 名 部位 建材 レベヅレ 用途 数量 備考

① lF 北面外壁 外壁 吹付けタイル 仕 上 1

② lF 西面外壁 外壁
吹付けタイル

凸部処理仕上
仕 上 1

① lF 女子便所 壁 成形板 仕 上 1

④ lF 倉庫 8 壁 仕上塗材 仕 上 1

③ RF 階段室 天丼・段裏 仕上塗材 仕 上 1

⑥ 5F 居室 天丼哀スラブ 仕上塗材 仕上 (断熱 ) 1

⑦ RF EV機構室 設備配管 耐火二層管 配管 (耐火) 1

① 5F 階段室 壁 仕上塗材 仕上 1

③ 4F 廊下 壁 成形板 (石こうボード) 仕 上 1

⑩ 3F EPS 床 耐火パテ 耐火材 1 配管負通塞ぎ (堅穴区画)

① 3F EPS 床 ケイカル2種 耐火被覆板 1 配管員通塞ぎ (堅穴区画)

⑫ BF 煙突 煙突内 煙案内付着物 付着物 1 ダイオキシン類調査対象試料

〇 BF 倉庫 壁 仕上塗材 仕 上 1

⑭ 5F 居室 天丼 成形板 (岩綿吸昔板) 仕 上 1

〇 RF 屋 上 屋根 防水層 仕上 (防水) 1 陸屋根 表面 防水層

① 5F 廊下 天丼 成形板 仕上 1

Θ BF 輝突 煙突内 煙突内残置物 不 明 1 耐火材と推測しアスベス ト分析

合計 17

試料採取日時 (火 )9:00～ 12:∞

試料採取フロ7の選定
仕様、建材、目的別に各ブロックをサンプル調査。

現地確認～打ち合わせの上、採取可能な場所を選定した。

棟 名 No 階 工 区 室名 部位 建材

想定
される
レベル

用途 数量 備考

RF 倉庫14 設備配管 キヤンバス継手 3 配管継手 協議により試料採取対象外 (※ 1)

共 通 建物内部 床 Pタ イル 3 仕上 協議により試料採取対象外 (※ 2)

共 通 建物内部 床 ビニル床シー ト 3 仕 上 協議により試料採取対象外 (※ 3)
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1.調 査 概 要

1,1.調 査 対 象 物 件

本調査紺象物件は下記のとお りである。

件名 :

所在地

に伴うアスベスト調査

1,2.調 査 の 目 的

本調査は、解体工事が予定されている姑象物件において、建材を採取し分析す

ることによつて、アスベスト含有の有無を明らかにし、資料を提供することを

目的とした。

1.3.調 査 対 象 建 材

石綿障害予防規則におけるアスベス ト含有建材の区分及び種類

「目でみるアスベス ト建材 (第 2版)国土交通省」 (平成 20年 5月 )よ り抜粋、加筆

(※)作業レベルの分類は、建材の状態、作業方法等により異なる場合がある。

石綿予防規則区分

石綿が使用されている建築物の解体

等の作業、封じ込め・囲い込みの作業

における作業レベルの分類 (※ )

種類 (施工部位 )

吹付け材
レハミル 1

発じん性が著しく高い作業
吹付け材

保温材・耐火被覆材・

断熱材

レハミル 2

発 じん性が高い作業

保温材・耐火被覆材 。

断熱材

その他アスベスト

含有建材 (成形板等)

レハミル 3

発 じん性がが比較的低い作業

内装材 (壁・天丼)

耐火間仕切り

床材

外装材 (外壁・軒天)

屋根材

煙突材

設備配管

建築壁部材

他



1,4.調 査 項 目

既存資料調査

現地目視

試料採取調査

対象物件の設計図書より、アスベス ト含有の可能性が

ある調査対象建材の種類、使用箇所の確認を行 う。

既存資料を参考にアスベスト含有の可能性がある調査

紺象建材の種類、使用箇所を目視し、分析のための試

料採取を行う。

採取した試料については、分析機関による分析調査を

実施 し、アスベス ト含有の有無を確認する。

試料分析調査

1.5,調 査 責 任 及 び 調 査 担 当

【調査担当】

有限会社イース ト・コーポレーション

特定建築物石綿含有建材調査者

登録番号 神奈川 1 第 19072055号
住所 :〒 21110024 神奈)|1県)|1崎市川崎区日進町 18-9-203

目艶言舌:044-223-4052    Fax:044-223-4053

【分析機関】



2.調 査 内 容

2,1.既 存 資 料 調 査

既存資料等により、対象物件におけるアスベス トを含有する可能性のある建材

を抽出したところ本調査対象は、外壁塗材、屋上防水層、耐火被
′ィ覆板、耐火補修材、

配管保温材、内装仕上材とした。

今回、調査依頼者より既存資料として「各階平面図および立面図」を受領。

その他の図面 (特記仕様書、仕上表、矩計図等)は未受領である。

2,2.現 地 調 査 (試 料 採 取 )

調査 日時 (火)9:00～ 12:00

調査担当者 有限会社イーストコーホ
°
レーション

2.3,現 地 立 入 範 囲

本調査については、立入調査可能箇所を対象とした。

2.4.現 地 目視 調 査 方 法

本調査については、ご指定箇所でアスベス トを含有する可能性がある建材の

調査を行 うこととした。

2.5,試 料 採 取 方 法

現地目視調査によリアスベスト含有の可能性がある建材の使用が確認された

場合、その建材を対象に分析試料の採取を行うこととした。

2,6.分 析 調 査

採取した試料は、アスベス ト含有の有無を確認するために、株式会社 EFAラ ボ

ラ トリーズに依頼し、」IS A1481-1に よる分析を実施することとした。

尚、試料採取場所、分析結果詳細については別紙にて添付いたします。



3日 分 析 結 果 報 告

3.1結 果 表 (詳 細 は 次 買 に 別 表 添 付 )

※石綿障害予防規則 第 3条第 2項に基づく事前調査における石綿分析結果報告書



4.現 地 調 査

4.1試 料 採 取 位 置 図 及 び 試 料 採 取 箇 所 写 真

(次頁以降別表にて添付)


